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Ⅰ．はじめに

　アーチェリーとは，的を狙って弓で矢を放ち，
得点を競う種目である。体力や技術はもちろん
必須だが，わずかな雑念がミスにつながる競技
であるため，どれだけ平常心を保ち正確な矢を
放つことができるかが非常に重要である（公益
財団法人東京オリンピック・パラリンピック競
技大会組織委員会，2020）   1）。
　筆者は体育教育に携わっており，集中講義も
開講しているが，学生にこれまで経験したこと
のないような新しいスポーツ種目に触れ，生涯
スポーツに繋がるきっかけとなることを狙いと
した授業を展開している。しかしながら集中講
義であるがゆえに，短い期間でいかに楽しく技
能を身につけさせ，本人の生涯スポーツのきっ
かけ作りとするには創意工夫が求められよう。
また，今日の体育教育では，スポーツ種目の技
術習得だけでなく，ライフスキルの獲得やメン

タルヘルス面での改善効果も期待できる新しい
教育方法の開発が求められている。
　そこで本研究では，大学体育における新しい
教育方法の提案を試みることを目的とする。今
回は，大学体育におけるアーチェリー授業にお
いて介入授業を行い，学生の自己効力感を育む
ことで，アーチェリー技術に対する主観的自信
度や技術そのものの向上に影響を与えるかを検
討する。

Ⅱ . 方法

　B県 C大学の女子大学生 4名（有効回答率
100％；平均年齢 19歳）を対象に介入授業を
行い，介入前後にアーチェリー技術に対する主
観的自信度や，技術習得度を測定した。受講生
は全員，アーチェリー未経験者であった。介入
期間は 2020年 9月中旬に 9回行われた。
　講義内容については以下の通りである。初日
は，オリエンテーションとし，アーチェリーで
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使用する用具の説明や，競技を行う上での諸注
意について講義した（写真1）。その後，アーチェ
リー場に移動し，弓を使って的を射る体験をし
た（写真 2）。2日目は，前日の復習を兼ねなが
ら個人練習を行い，スコアの取り方を説明した
上で，各自のスコアを記録した（写真 3）。3日
目は，2日目のスコアの結果を踏まえて団体戦
を行い，各チームのスコアを競った（写真 4）。
　指導方法については，アーチェリーの専門家
による個々の受講生に応じたスモールステップ
での技術指導をするとともに，スマートフォン
の動画機能を用いて，自身の行った試技を動画
で撮影し，適宜フィードバックを行うなどして
視覚的に見られるようにした。さらにここでは
自己効力理論に基づいてアーチェリー未経験者
が，失敗を恐れずに積極的に技能習得に取り組
めるような安全な環境づくり（一緒に授業を
作ってゆく立場となる・自他の心身の安全が保
たれる学習環境の形成に努める・仲間の技術が
向上した点や努力が感じられる点を素直に称え
る・レジュメを用いて効果的に自他の自信を育
めるような講義を行い，理解を深める等）を
十二分に配慮した指導を行った。また，介入授
業後に，本授業を通して自分に情緒的な安定を
もたらす友人が何名増加したのか，本授業はス
トレス軽減に役立ったか，今後もアーチェリー
を継続して行いたいと思うか，加えて全体を通
しての感想等を尋ねる授業評価アンケートを行
い回答を求めた。
　倫理的配慮としては，対象となる学生に対し
て研究に関する趣旨を口頭で説明し，個別に作
成した授業評価アンケートの提出をもって同意
したものとみなした。介入授業実施前後の比較
には，記述統計を行った。

Ⅲ．結果

　介入授業の結果，すべての対象者において
アーチェリー技術に対する主観的自信度の向上
（平均 6点→ 8点）が見られ，的を射抜くスコ
アも大幅に向上（平均 294点→ 338点）した。

写真 1　屋内授業風景

写真 2　屋外授業風景

写真 3　スコアの読み方と矢抜き指導

写真 4　集合写真
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また，「練習を通じて技術が向上したことで自
信がついた」「自身の成長を実感でき，嬉しかっ
た」「アーチェリー体験はとても刺激的で楽し
かった」などの肯定的な意見が得られるととも
に，今後もアーチェリーを継続して行いたいと
いう回答が全受講生から得られた。さらに，授
業を通じて情緒的な安定をもたらす友人が 3名
増加したことに加えて，本授業が受講生のスト
レス軽減に役立つという回答結果も得られた。

Ⅳ．考察

　介入授業では実技指導だけでなく，動画を用
いて授業を行うことにより学生自身が現状を把
握でき，技術の向上に大変有益であったと考え
られる。また，失敗を恐れることのない安全な
学習空間の中で，個々の現状に応じたスモール
ステップでの技術指導も受講生の基礎技術の習
得を促し，的を射抜く精度を高め，結果として
スコアの向上に繋がったものと推察される。動
画を取り入れた技術指導と安全な環境づくりに
より，未経験者であっても短期間のうちに大き
な成果を挙げることができたと考えられる。
　本授業が受講生のストレス軽減に寄与
した理由として，以下の内容が考えられ
る。International Society of Sport Psychology 

（1992） 2）は，身体活動や運動がもたらす心理的
効果として，様々な種類のストレス反応の低減
効果と共に，全ての年代と両方の性において，
有益な情動的効果をもたらすことなどを指摘し
ている。さらに竹中（1997）  3）も身体活動の慢
性的な心理的効果として，不安や抑うつ気分の
低減効果，ストレス反応に及ぼす効果などを報
告しており，本研究結果も概ね先行研究を支持
する結果となった。
　また，本授業を通して自分に情緒的な安定を
もたらす友人が増加した理由には，自己効力理
論や心理的なサポートに基づいた環境設定（窪
田ら，2018） 4）に加えて，集中講義という短期
間での授業が，学生同士の関係をより密なもの
にできたことが影響していると推察される。授

業の中で学生同士のコミュニケーションを促進
したり，「安全な空間」を作ったりと授業内容・
方法を工夫することで，学生は気心の知れた友
達を獲得でき（窪田ら，2018） 5），これらのこ
とは先行研究（窪田ら，2017，2015） 6-7）を支持
する結果となった。
　これらのことから，自己効力理論に基づく心
理的サポートを取り入れた大学体育教育が，学
生の自己効力感を向上させ，そのことにより技
術の向上だけでなく，友人数の増加やストレス
軽減にも影響を与えることが明らかとなった。
このことは，教科や種目は異なるが，同様の手
法を用いて検討した先行研究（窪田ら，2009，
2011，2012，2013，2014，2015，2017，2018，
2020） 8-16）を支持する結果となり，本法がアー
チェリー未経験者に対して有益な教育法となる
可能性が示唆された。

V．結論

　本研究の目的は，大学体育における新しい教
育方法の提案を試みることであり，今回は，大
学体育におけるアーチェリー授業において介入
授業を行い，学生の自己効力感を育むことで，
アーチェリー技術に対する主観的自信度や技術
そのものの向上に影響を与えるかを検討するこ
とであった。その結果，自己効力理論に基づく
心理的サポートを取り入れた大学体育教育が，
学生の自己効力感を向上させ，そのことにより
技術の向上だけでなく，友人数の増加やストレ
ス軽減にも影響を与えることが示唆された。
　しかしながら，本研究は事例研究であるため，
得られた結果を一般化するには限界がある。今
後はサンプル数を増やし，より正確なデータを
入手するとともに，統制群を設定しその教育効
果を比較検討することが望まれる。
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